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#19-16 

【８月１６日～３１日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

令和元年９月３日 

在モルドバ大使館 
 

【主な出来事】 

●憲法裁判所長官に社会党系判事が就任。 

●最新の世論調査では，国民の約半数が社会党とＡＣＵＭとの連立内閣の継続を支持。 

●ショイグ露国防相がモルドバ訪問。米国からはボルトン大統領補佐官がモルドバ訪問。 

 

１．内政 

▼憲法裁判所裁判官人事 

・１６日，新しく選出された６名の憲法裁判所裁判官が議

会において宣誓を行った。６名の裁判官は１５日までに

議会，政府及び高等司法官評議会がそれぞれ２名ずつ

選出していた。 
・１９日，憲法裁判所において６名の裁判官の中から同長

官選挙が行われ，ブラディミール・トゥルカン裁判官が選

出された。トゥルカン裁判官は，元共産党・社会党議会議

員で，２００３年～２００５年の間駐露大使を務めている。

サンドゥ首相は，憲法裁判所の長が社会党の代表者とな

ることは同裁判所への信頼を失墜させかねないとして不

快感を露わにした。一方，ドドン大統領は，政治家は憲

法裁判所の内部手続きについて中立かつ公平であるべ

きと発言。 
▼世論調査結果 

・１６日，民間シンクタンク IDIS Viitorul が行った世論調

査結果が発表された。６４．７％がモルドバは間違った方

向に進んでいると回答。６７．１％が現在の経済状況に不

満を有していると回答。また，直面する最大の課題につ

いては，低所得・年金６２．４％，物価高５６．７％，子供の

将来３０．６％，貧困２６．９％，失業２６．４％，汚職２１．

２％。 
・最も信用できる政治家については，ドドン大統領９．４％，

サンドゥ首相８．４％，ナスターセ副首相２．３％，ショー

ル・ショール党党首１．９％，信用できる政治家はいない

５８．９％。 
・次の日曜日に選挙があった場合どの政党に投票するか

については，社会党１９．９％，ＰＡＳ１３．１％，ＤＡ４．

２％，民主党３．２％，ショール党２．２％，共産党１．８％，

我らの党１．４％，未定３８．１％。 
・社会党とＡＣＵＭとの連立について，４年間継続すべき

５０．４％，早期選挙が必要２５．５％。 
▼地方選挙キャンペーンの開始 

・１９日，１０月２０日に予定される地方選挙の選挙キャン

ペーンが開始された。候補者登録は９月１９日に締め切

られる予定。また，地方選挙と同時に議会補欠選挙も行

われる予定（トランスニストリア地区，西欧地区，キシニョ

フ郊外地区，ニスポレニ地区）。 
▼ショール党党首をインターポール経由で手配 

・２３日，インターポール・モルドバのテンツィウ代表は，

ショール・ショール党党首についてはインターポール経

由で１９４カ国に手配書を送付済みである旨，また，現在

ショール党首はイスラエルに滞在中である旨明らかとし

た。なお，ショール党首はイスラエル国籍を有しているた

め引き渡しはできないとのこと。 
政 府 

▼各省次官人事 

・２１日，政府は，２０人の各省次官の解任を発表した。３０

日，更に４人の次官を解任。 

２．外政 

▼サンドゥ首相のリトアニア訪問 

・２２日，サンドゥ首相は，リトアニアを公式訪問し，ナウセ

ーダ大統領，スクバルネリス首相，リンケビチュウス外相

らとそれぞれ会談を行った。スクバルネリス首相との会談

においては，二国間協力，モルドバの司法改革，ＥＵと

モルドバとの連合協定の実施状況などについて話し合っ

た。 
▼ショイグ露国防相のモルドバ訪問 

・２４日，ファシズム解放７５周年記念式典に参加するため，

ドドン大統領の招待を受けてショイグ露国防相がモルド

バを訪問。ドドン大統領は，ショイグ国防相より，トランス

ニストリア地域に保管されている旧ソ連軍弾薬の除去を

行うこと提案が示された旨明らかとした。 
・ショイグ国防相は，トランスニストリアを訪問し，ロシア平

和維持部隊の状況を視察するとともに，クラスノセルスキ

「大統領」と会談した。 
▼ポペスク外務・欧州統合相のルーマニア訪問 

・２６日，ポペスク外務・欧州統合相はルーマニアを訪問

し，同地で開催されたルーマニア大使会議において，東

方近隣諸国におけるＥＵ政策の見通しについてスピー

チを行った。また，マネスク・ルーマニア外相と会談し，

二国間関係について協議した。ポペスク大臣は，近くキ

シニョフにおいて両政府の合同閣議を開催予定である旨

述べた。 
▼モルチャン外務次官の中国訪問 
・２６日，モルチャン外務次官は中国を訪問し，楽玉成・

中国外交部副部長らと会談した。会談では，一帯一路プ

ロジェクト，多国間協力，貿易問題，北京万博へのモルド

バの参加などについて話し合った。 
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▼ボルトン米国家安全保障担当大統領補佐官のモル

ドバ訪問 
・２９日，ボルトン米国家安全保障担当大統領補佐官が当

地を訪問し，ドドン大統領，サンドゥ首相及びポペスク外

務・欧州統合相と会談を行った。 
・サンドゥ首相との会談後に行われた共同記者会見にお

いて，ボルトン大統領補佐官は，政府が進める反汚職キ

ャンペーンの成功を期待している旨述べ，それが米国の

潜在的な投資家やビジネスパートナーにとって重要であ

る旨指摘した。安全保障問題については，米国はモルド

バの主権と独立を強く信じるが，モルドバの将来は外国

の影響を受けずにモルドバ国民が決定しなければなら

ない旨述べた。 
・これに対し，サンドゥ首相は，今般のボルトン大統領補

佐官のキシニョフ訪問は米国がモルドバの戦略的パート

ナーとしての米国の役割を確認するものである旨述べつ

つ，汚職対策，貧困の削減，経済的発展の追求，エネル

ギー分野の多角化といった新政府の優先課題に対する

米国の協力を期待する旨述べた。 
３．経済 

▼モルドバの年金状況 

・１８日，モルドバでの年金所得の最高額が，月額２２２，

１９７レイ（１２，３４４．３ドル）となったことが明らかとなった。

この額は元銀行員に対するものの由。年金受給者のうち

３５３人が月額２万レイ以上を受け取っており，うち１１人

は月額３万～４万レイの年金を受給している。その多くは

元判事や元検察官。年金受給者の７５％の平均月額年

金額は，１，８３４レイ（１００ドル）となっている。 
▼モルドバ・ワイン 

・１９日，ジュネーブで開催された国際葡萄ワイン組織（Ｏ

ＩＶ）主催第４２回葡萄ワイン世界大会で，モルドバは，葡

萄畑面積が１４７千㏊で世界１３位，一人当たりのワイン

消費量が１８リットルで世界１７位と評価。 
・１８～２１日にかけて韓国・大田で開催されたアジアワイ

ントロフィー２０１９でモルドバ・ワインが最高金賞を受賞し

た。銘柄は Fautor 社の「Traminer Late Harvest」ワイ

ン。その他のモルドバ・ワインも金賞３４，銀賞２１を獲得。 
▼キシニョフ国際空港の民営化を巡る問題 

・１９日，英国海峡英領ガーンジー島に登記されたオフシ

ョア投資会社ＮＲインベストメント社がキシニョフ国際空港

の９５％の株式を購入した。 
・２０日，ブルンザン経済インフラ相は，政府としては法的

な手続きで実施されたキシニョフ国際空港の売却に介入

することはできないが，譲渡の条件として，現在，空港近

代化のために１．７５ユーロの空港使用税を９ユーロにす

ることを交渉したいと述べた。 
・３０日，議会の公的資産民営化調査臨時委員会のムン

テアヌ委員長は，キシニョフ国際空港の民営化の入札に

複数の不正が見られ，入札に参加していなかった企業

が権利を獲得したと述べた。 

▼ルーマニアからモルドバ経由でのウクライナへのガ

ス輸送の合意 

・２０日，ウクライナのウクルトランスガス社は，２０２０年１

月からルーマニアからの天然ガスを輸入するルートにつ

いてモルドバガス社との間で合意したと発表。 
・２０２０年１月にロシアからのガストランジット契約が終了

し，ロシアがウクライナへのガス供給を停止させる可能性

があるとして，ルーマニアから年間１５億立方メートルの

天然ガスを輸入することとした。 
▼Gaz Natural Fenosa エネルギー供給会社及び Red 

Union Fenosa の売却先 

・２０日，ブルンザン経済インフラ相は，Ｇaz Natural 

Fenosa及びRed Union Fenosaエネルギー供給会社の

新しいオーナーが，チェコ人実業家のＪｉｒｉ Smejc 氏に

なったと発表した。同氏は，投資ホールディング会社

ＥＭＭＡ投資グループ社長。 

▼独ドラクスマイヤー社が第三工場をカフールに新設 
・２８日，独自動車部品製造ドラクスマイヤー社は，モルド

バで３つ目となる新規工場を南部カフールに新設した

（過去の２つの工場は，北部バルツィにある）。将来１，５０

０人の雇用者を見込んでいる。投資総額は約３０百万ユ

ーロ。 
・モルドバ政府も２０百万レイ（１．１百万ドル）を投入し，

工場に暖房システムを引いたり，上下水道の整備，アク

セル道路と駐車場の建設などを行った。 
▼２０１９年１～７月の政府予算執行状況 
・２９日，財務省は２０１９年１～７月までの政府予算執行

状況について公表した。 
・歳入は，２１６．８２億レイ（１２．０５億ドル）で，前年同期

比６．３％の増加。 
・歳出は，２４０．８１億（１３．３８億ドル）で，前年同期比１５．

４％の増加。 
・７月末時点の財政赤字は，２３．９９億レイ（１．３３億ドル）

で，前年同期比１９．１９億レイ（１．１億ドル）の赤字増加。 

各種統計 

▼２０１９年上半期の観光統計 
・１９日，国家統計局は，２０１９年上半期のモルドバ観光

に関するデータを公表し，同期のモルドバにおける宿泊

者数は１５６．４千人で，うち外国人は７８．９千人（５０．

５％）を占めた。昨年同期比で３．９％の増加。 
▼２０１９年上半期の工業生産 
・１９日，国家統計局は，２０１９年上半期の工業生産が昨

年同期比２．２％減少したと発表した。内訳は，採石業が

１９．８％減，加工業２．９％減，反対に，エネルギー関連

業は１６．４％の伸びを記録した。 
▼７月の工業生産者価格 

・２０日，国家統計局は，７月の工業生産者価格が前月比

０．５％，対前年同月比２．７％上昇したと発表した。 
▼７月の公的債務 
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・２１日，財務省は，２０１９年７月末現在の公的債務が５３

１．１億レイ（２９．５億ドル）で，対ＧＤＰ２５．６％になると

発表した。公的債務は前年末比で１１億レイ（６１百万ドル）

増加した。 
▼２０１９年上半期の建設業 

・２２日，国家統計局は，２０１９年上半期の建設業に係る

契約額が４，１２７．３百万レイ（２２９．３百万ドル）で，前年

同期比２６．１％の伸びと報告した。 
・２４日，同局は，同上半期にモルドバ国内で３，６７６軒，

総床面積２７１．１千平方メートルの建設が行われ，これ

は前年同期比３０．３％増であり，全建設の８５％が首都

に集中と報告。 
▼モルドバ向け海外個人送金 

・２３日，モルドバ国立銀行は，２０１９年７月における海外

個人送金について発表した。７月の送金総額は，１１４．６

４百万ドル，前年同月比１％減。 
・２０１９年１～７月累計は，７０３．３４百万ドルで，前年同

期比７％減。 
・７月送金分の送金元は，ロシア２２．９％，イスラエル１７．

１％，イタリア１２．３％，ドイツ７．９％，米国７．７％。 
▼２０１９年上半期の不動産投資 

・２９日の報道によれば，２０１９年上半期の不動産投資は

総額９１．５４億レイ（５．０９５億ドル）で，前年同期比２６．

８％の増加。内，６４．６％は個人投資家によるもので，政

府６．７％，地方自治体５．８％，海外からの投資は６％。 

 

 

（了） 


